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新たな「訪日マーケティング戦略」を策定 

～インバウンドの更なる多様化に向けた戦略的なプロモーションを実施～ 

本戦略は持続可能な観光の推進を念頭に、①重点市場ごとの「市場別戦略」、②高付加価値旅行や

今回新たに策定した特定テーマ旅行といった「市場横断戦略」、③国際会議・インセンティブ旅行の誘

致・基盤整備に向けた「MICE 戦略」の 3部構成となっています。 

１． 市場別戦略 

各市場から地方訪問意向や旅行消費単価が高いターゲット等を選定し、各ターゲットの訴求テー
マ・観光コンテンツを整理するとともに、各ターゲットの情報収集や旅行手配等の特徴を踏まえた
取組のポイントをまとめています。  

２． 市場横断戦略 

高付加価値旅行の誘致に向け、国内関係者のネットワーク化、サービス内容の収集・蓄積、セー
ルス及び情報発信の強化、高付加価値旅行ガイド拡充等の取り組むほか、特定テーマを切り口
にしたプロモーションとして、アドベンチャートラベルに加えて新たにガストロノミーツーリズムを対
象とし、取組の方向性をまとめています。 

３． MICE戦略 

地方部への MICE誘致活動の強化を目指し、国際会議、インセンティブ旅行、基盤整備の３分野
で取り組むこととし、認知度向上～開催に至る段階ごとの取組のポイントをまとめています。 

今後、日本政府観光局（JNTO）において行う地域向けのセミナー等を通じて、本戦略の内容や活用

のポイントを広くお伝えし、幅広い関係者のマーケティング活動に役立てていただけるよう取り組んでま

いります。各戦略の概要は別紙、戦略の詳細等については以下 JNTOホームページよりご覧ください。 

訪日マーケティング戦略について 

【問い合わせ先】 
観光庁 国際観光課 蒲谷・片岡・光田・鳥羽  
代表：03-5253-8111（内線 27-415） 
直通：03-5253-8324 Mail：hqt-kokusaikankouka_kikaku@gxb.mlit.go.jp 
日本政府観光局 企画総室 事業プロモーション統括グループ 田浦・杉浦 
直通：03-5369-3342 Mail：planning_coordination@jnto.go.jp 
  

観光庁・日本政府観光局（JNTO）は、本年３月に閣議決定された「観光立国推進基本計画」で掲げら

れた政府目標の達成に向け、2026 年度から 2030 年度を対象とする新たな「訪日マーケティング戦略」

を策定しました。 

本戦略は、訪日旅行への一層の関心の高まりや多様な訪日旅行ニーズ等の市場の変化など最新の

旅行動向の特徴を踏まえ策定しています。 

本戦略に基づき、様々な国や地域からの訪日を促進し、インバウンド市場の多様化の流れをさらに後

押しすべく、世界に向けてきめ細やかなプロモーションを展開していきます。 

同時発表：国土交通省 観光庁 

 

https://www.jnto.go.jp/projects/overseas-promotion/marketing-stratagy/
mailto:hqt-kokusaikankouka_kikaku@gxb.mlit.go.jp
mailto:planning_coordination@jnto.go.jp
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政
府
目
標

旅行消費額15兆円

訪日外国人旅行
消費額

1.3億人泊

訪日外国人旅行者
地方部延べ宿泊者数

消費額単価 25万円

第５次「観光立国推進基本計画」を踏まえ、観光の持続的な発展・消費額拡大・地方誘客
促進の実現を目指し、インバウンド市場の多様化の流れをさらに後押しすべく、戦略的な訪
日プロモーションを実施するための戦略を策定

旅行消費額に着目した
ターゲティングとプロモーション

地方の観光地の魅力向上
地方誘客促進

取
組
の
方
向
性

• 高付加価値旅行者の誘致

• 各市場からの旅行消費単価が
大きい層の誘客

• 欧米豪市場からの誘客強化

• 宿泊・アクティビティ等の消費
拡大につながるコンテンツの発信

• インセンティブ旅行の誘致

• リピーターや地方訪問意向の
高い層の閑散期等を踏まえた地
方誘客

• 地方誘客に向けた航空会社と
の連携強化

• アドベンチャーツーリズム・ガスト
ロノミーツーリズム等の長期滞
在・地方誘客が見込めるテーマ
旅行の推進

• 国際会議等の地方誘致

第５次「観光立国推進基本計画」を踏まえた
戦略策定と取組の方向性

6,000万人
（リピーター数4,000万人）

訪日外国人旅行者数

持続可能な観光の実現に向けた
インバウンド市場のさらなる多様化

け

• 欧米豪市場やその他市場を中
心とした新規訪日客の誘客

• 東アジア市場・東南アジア市場
を中心としたリピーター誘客

• 観光の持続的な発展に向けた
地域との連携強化

• 関係省庁や関係機関との連携



訪日マーケティング戦略の全体構成

持続可能な観光の推進を念頭に、各戦略に紐づく事業を展開

• 第５次「観光立国推進基本計画」を踏まえ、観光の持続的な発展・消費額拡大・地方誘客促進の実現を
目指し、 インバウンド市場の多様化の流れをさらに後押しすべく、戦略的な訪日プロモーションを実施する
ための戦略を策定。

• 観光庁、JNTO、地方運輸局、DMO/地方自治体等間で本戦略を共有し、各主体が政府目標達成のた
めの効果的かつ効率的な施策を展開。

• 戦略は、市場別・市場横断（高付加価値・特定テーマ旅行）・MICEの3部構成。

• 戦略期間は、観光立国推進基本計画と同様に2026年度～2030年度（5年間）。

市場別マーケティング戦略

MICE
マーケティング

戦略

市場横断マーケティング戦略

高付加価値旅行 特定テーマ旅行

訪日数拡大・ 消費額拡大・地方誘客促進
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本戦略に基づく持続可能な観光（サステナブル・ツーリズム）の推進

目指すべき
方向性

地域の環境・文化・経済の持続可能性（サステナビリティ）を高める観光の実現

意識すべき
旅行者像

訪問地ならではの地域に根付いた本物の体験を志向するとともに、訪問地の地域住民に配慮し、
地域にとってポジティブな影響をもたらしたい旅行者

日本の
提供価値

地方誘客に親和性のある「自然と自然に根ざした文化」

＝日本の独自性の根源である自然（地形や気候・四季）と自然によって育まれてきた豊かな文化

①自然を楽しむアウトドア・アクティビティ ②豊かな生物多様性
③自然環境に配慮した宿泊施設  ④自然風土に根ざした食文化
⑤古来からつづく温泉・湯治  ⑥受け継がれる日本の信仰
⑦伝統的地域・文化財への宿泊  ⑧地域に根付く伝統芸能
⑨受け継がれる祭り   ⑩匠の技・伝統工芸

取組の柱

１．地域の環境・文化・経済の持続可能性（サステナビリティ）を高める取組の推進

① 持続可能な観光に取り組む地域のプロモーション

② 地域社会に配慮した責任ある旅行者（レスポンシブル・トラベラー）としての行動の奨励

③ 国内外の先進事例の情報提供など国内関係者への支援

２．日本の持続可能な観光（サステナブル・ツーリズム）の国際的プレゼンスの強化

３．プロモーション活動における環境配慮の促進（プラスチック・紙・フードロス削減等）
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新たな戦略に基づき戦略的な訪日プロモーションを展開するに際しては、国際的に持続可能な観光への関心・意識が高まる中、
旅行者、観光関係事業者、受け入れ地域にとって、「環境」「文化」「経済」の観点で、持続可能かつ発展性のある観光の実現を目指す



東アジア・
東南アジア

訪日経験者が多い

東アジア、
シンガポール

•訪日経験者が占める割合が大きく、地方分散の中心となる
•リピーターを念頭に置いたターゲット設定により、地方間の偏りの解消、旅行消費
単価向上に向け市場ごとの特性に合わせた取組を進める

訪日未経験・
訪日経験者が混在

東南アジア

•経済成長に伴う初訪日層の拡大とともにリピーターの拡大も続く
•若年層を中心にリピーターから訪日未経験者まで市場に応じた多様なターゲット
設定により、初訪日層、リピーター双方に向けた取組を一層強化する

欧米豪
その他

訪日未経験・
訪日経験者が混在

米国、豪州、
カナダ

•ロングホールでは比較的リピーターも多く、訪日旅行者の裾野が拡大
•訪日旅行のマーケット規模が大きく、市場の持つポテンシャル最大限に引き出すため、
対象を広くカバーしたターゲット設定で訪日旅行者の一層の獲得を図る

訪日未経験者が多いが
訪日経験者が徐々に拡大

欧州

•訪日需要の高まりを背景に初訪日層の拡大が進み、将来のリピーター化が期待さ
れる
•家族旅行層の拡大等の変化をとらえたターゲット設定に基づく取組で訪日旅行市場
の継続的な拡大を図る

訪日未経験者が多い

インド、中東地域
メキシコ、北欧地域

・訪日未経験者が特に多く、地方を含む日本の認知度向上が鍵となる
•訪日需要の定着に向け、各市場においてコアとなるターゲットを設定し、高い所得
水準などの市場ごとの特性を踏まえた取組を進める

東アジア、東南アジアにおいては、リピーターの拡大に注力し、新たな日本の魅力発信を通じ地方分散を図る。
欧米豪その他においては、初訪日層の拡大に注力し、日本への関心の更なる向上、旅行消費額の拡大を図る。

市場別マーケティング戦略の概要
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①高付加価値旅行

定義
• 訪日旅行1回あたりの総消費額100万円/人以上の旅行（国際航空券代は除く）
• 地域の伝統・文化、自然等に触れることで、自身の知識を深め、インスピレーションを得られることを重視する
旅行

基本方針

• 高付加価値旅行者の訪日及び地方誘客を推進するため、国内関係者に対する支援と海外の高付加価
値旅行者誘客人脈とのコネクション構築・プロモーションを一体的に展開

• 観光庁選定の「地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり モデル観光地」との連携を強化し、
マーケットインとプロダクトアウトを掛け合わせ取組を推進

②特定テーマ旅行

市場横断マーケティング戦略の概要

アドベンチャートラベル

定義
アクティビティを通じて地域の自然・文化を体験することにより、旅行者自身が、未体験の多様な価値観に触れ、
旅行者自身の内面に変化がもたらされるような旅行スタイル

基本方針

• 世界最大級のアドベンチャートラベル関連団体であるAdventure Travel Trade Association
（ATTA）との連携は継続しながら、これまでの知見を活かして対象市場を拡大する。

• 「アドベンチャートラベル（AT）」の名称にとらわれず、多様なアクティビティを誘客のきっかけとし、地方誘客
及び消費額拡大を図る。

ガストロノミーツーリズム

定義
その土地の気候風土が生んだ食材・習慣・伝統・歴史などによって育まれた食を楽しみ、食文化に触れることを
目的としたツーリズム

基本方針

• 訪日外国人に関心・ニーズの高い「日本の食」をフックにして地方誘客促進に繋がる取組を展開する。
• 地方の観光関係者に加え、飲食業、第1次産業従事者等との連携を通じて各地の多様な食文化やその
ストーリーの魅力に触れることのできるコンテンツの掘り起こし・磨き上げ、情報発信を行い、地域経済の
活性化と食文化の継承にも貢献する。

加えて、「2027年国際園芸博覧会」関連の情報発信、グローバルキャンペーン（「未訪日の訪日関心層」への訴求をテーマとした情報発信）等を実施

※特定テーマ旅行については市場動向や国内の環境変化を踏まえ適切なテーマに取り組む。
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MICEマーケティング戦略の概要

①国際会議

主な取組対象
 学会・協会等の国際本部主導型国際会議
 国内学会・協会立候補型国際会議

コミュニケーション
ターゲット

 学会・協会等の国際本部  コアPCO※
 国内学会・協会等国内主催者

※コアPCO： PCO（Professional Congress Organizerの略。会議運営会社）の中で、国際団体本部と契約し、学会等が主催する国際会議の企画や運営を行うとともに、会議
開催地選定にも影響力を有するPCO。

基本方針

• データベースを活用した戦略的誘致・開催の促進（国際本部、コアPCO、国内主催者）

• 認知・関心度向上に向けたプロモーションの強化（国際本部、コアPCO、国内主催者）

• 大学・研究機関等との連携による開催意欲の喚起（国内主催者）

• ベストプラクティス等の共有を通じた地方開催の推進（国際本部、国内主催者）

②インセンティブ旅行

主な取組対象
 インセンティブ旅行※全般
※インセンティブ旅行：企業が成績優秀者や顧客などを招待する報奨旅行や研修旅行を指す。企業や団体の組織力強化や販売促進を目的として開催され、表彰式、ガラディナー、
チームビルディング、個人旅行ではできない付加価値のある体験等が組み込まれる。

コミュニケーション
ターゲット

 実施企業  旅行会社等

基本方針
• 付加価値のあるコンテンツの情報発信強化（実施企業、旅行会社）

• 商談や視察の機会創出による地方への誘客促進（実施企業、旅行会社）

③共通

主な取組対象  基盤整備（人材育成）

コミュニケーション
ターゲット

 国内ステークホルダー※
※国内ステークホルダー：MICEの誘致・開催においてJNTO及び主催者と協働する自治体、コンベンションビューロー、PCO（会議運営会社）、DMC、会議施設等。

基本方針  専門人材の育成を通じた受入体制の強化（国内ステークホルダー）
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